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１ いじめ防止のための基本的な考え方

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍している等当該児童

と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対

象となった児童等が、心身の苦痛を感じているものもいう。

いじめ防止対策推進法 第２条より

２ いじめの防止について
いじめは、どの子どもにも、どの学校でも起こりうることを踏まえ、根本

的ないじめの問題の克服、全ての児童生徒を対象としたいじめの未然防止の

観点が重要である。

このため、全ての児童を、心の通う対人関係を構築できる大人へと育み、

いじめを生まない環境をつくるために、学校、家庭、地域その他の関係者が

一体となって継続的な取り組みを進めていく。

そのために学校は、教育活動全体を通じ、全ての児童生徒に「いじめは決

して許されないこと」の理解を促すとともに、豊かな情操や規範意識、自尊

感情や自己有用感、社会性、人を思いやる心などを育んでいく。

さらに、児童が豊かな人間関係をつくることができるよう、児童一人ひと

りに、あらゆる教育活動を通じて、相手の気持ちを理解できる心の育成を図

るとともに、児童が人権の意義や人権問題について正しく理解し、自分と他

者の人権をともに大切にし、実践的な態度を身につけられるよう努める。

また、児童の自発的･自治的な活動を進め、児童自らがいじめの未然防止に

取り組むなど、全ての児童にとって居心地のよい学級・学校づくりを推進す

る。

３ いじめの早期発見と対応について
学校は、日頃から児童生徒の様子をしっかりと見守り、わずかな変化やサ

インを察知し、いじめの疑いを持って、速やかに適切な関わりを持ち、いじ

めを隠そうとすることなく、ことの軽重を問わず積極的に認知する。この際、

個々の行為がいじめに当たるか否かの判断は、表面的･形式的にすることな

く、いじめを受けた児童の立場に立って行う。

また、教職員間や学校と保護者との間の情報共有を緊密にし、児童の状況

をきめ細やかに把握するように努める。さらに、児童が安心して相談できる
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よう、教職員は児童生徒との信頼関係を築くことが大切である。そのために、

校長･教頭・教務主任・人権教育主任・生徒指導主任･特支主任からなるいじ

め対策委員会を整備し、相談体制を機能させる。また、定期的なアンケート

や教育相談(先生と児童の個別面談)を行い、集約と共有化によりいじめの早

期発見に努める。

児童の様子に変化が見られたり、いじめが確認された場合、「いじめ対策

委員会」により、情報収集と事実確認を綿密に行い、対応を協議し指導を行

い早期解決をはかる。

４ 地域・家庭・関係機関との連携について

児童からいじめの相談を受けた段階、あるいは、いじめを認知した段階で

は、すでに深刻な状況にあるとの認識に立ち、緊急に対処する必要がある。

いじめを受けた児童の立場に配慮しつつ、関係する児童から事情を確認す

るとともに、必要に応じて関係機関（警察署、家庭児童相談所・子ども家庭

相談センター等）とも連携し、適切な支援に努める。

また、家庭との連携を密にし、学校の取組について伝え、家庭や友だち関

係の情報を収集し指導に活かす。また、学校内だけでなく、市教育委員会（教

育指導課・教育センター・青少年センター）への連絡・相談を行い、事案に

応じて対応を協議する。

保護者アンケートやＰＴＡ・職員研修会の実施、スクールボランティアや

民生委員児童委員との定期的な懇談で、いじめの問題を話題とする機会を設

け、地域ぐるみで子どもを守り育てるという共通理解を深め、情報共有体制

を構築する。



- 3 -

５ 行動計画

いじめストップ・アクションプラン

全 職 員 で 取 り 組 む

学習活動の取組 日常の生徒指導の取組 地域との連携

○わかる授業の取組。 ○日ごろからのいじめ予防に努める。 ○保護者との信頼
・子どもとともに学ぶ姿勢 ・「いじめは絶対に許さない」という教職 関係を築く。
をもって、「考える、わ 員の思いを日頃から児童に訴える。 ・保護者と学校が
かる、やる気を起こす」 →いじめを許さない学校風土の醸成 児童を理解する
できる喜びを味わえる授 ために、授業参
業の実践に努める。 ○児童一人一人の理解を大切にする。 観、学級・学級
→自尊感情の醸成 ・あらゆる機会を設けて、教職員が児童 懇談会等の開催

と信頼関係を築くとともに、必要に応 を積極的に行う。
○豊かな人間関係を大切し じて、きめ細かな教育相談や悩み調査 ・「学校は、いつ
た授業の取組 や諸検査を行い、児童の内面を多面的 でも、どんなこ

・道徳の時間や特別活動な にとらえる。 とでも、相談で
どの全ての学校の教育活 ・学級担任は、学習支援委員や養護教諭 きるところ。」
動を通じて、自他の生命 等との連携を密にし、情報を収集する と思ってもらえ
や人権を尊重する心を育 とともに生徒指導主任や管理職とも情 る環境を作る。
てる。 報を共有する。
→思いやりの心・豊か →児童との信頼関係の構築 ○地域組織との連
な情操を育む →情報の共有化 携を図る。

・特別活動や総合的な学習 ・子どもを語る・
の時間などにおいては、 ○力を合わせて的確に対応する。 民生委員児童委員
様々な学習グループの形 ・悩みを抱えている教員に対して具体的 との懇談、子ども
態で学習を進めることで な手だてにより、全教職員で支援する。 安全リーダーとの
互いに教え合い、学び合 ・校内研修会を実施し、全教職員が課題 交流により、地域
う態度を育てる。 のある児童についての共通理解を図る。 の組織と緊密連携
→豊かな人間関係の育成 ・家庭訪問、電話、連絡帳、手紙、日記、 をとる。

各種提出物のコメント等を通して、た
えず学校と保護者との情報交換を行い、
相互理解を図る。
→組織ぐるみの対応（チーム浅井小）

子どもの様子を見とる
○情報のつかむ耳と目と心を ○教職員自身の意 いじめのサインを早期に発見するには？

識をチェック ※いつもと違う子供の変化に気付く｡

①いじめられた児童や保護
者から訴えを受けた。 ・いじめの初期段 □理由がはっきりしない欠席、遅刻、早退

②他の児童等からいじめの 階「サインを見 □保健室や職員室への頻回訪問

情報を聞いた。 落とさない」た □教職員の不在を確かめるような行動

③いじめらしき現場を発見 めに全教職員が □ｸﾞﾙｰﾌﾟに教職員が近づくと分散する行動

した。 あらゆる場で､日 □学習意欲の低下（成績の低下）

④児童の言動からいじめの ごろから児童の □特定の児童への冷やかし・からかい

サインに気づいた。 交友関係や表情、 □持ち物の破損や落書き

⑤家庭や地域の人からいじ 態度等の小さな □打撲やすり傷、服装の乱れ

めらしき情報を聞いた。 変化にも気を配 □食欲の低下、体の不調

⑥学習指導員や他の教員等 ることを大切に □表情や情緒、言葉遣い等の変化

から情報を聞いた。 する。 □休み時間や放課後などの一人での行動

□家庭からの金品の持ち出し
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重 大 事 態 対 応 フ ロ ー 図

いじめの疑いに関する情報
○ 第２２条「いじめの防止等の対策のための組織」でいじめの疑いに関する情報の収集と記録、共有

○ いじめの事実の確認を行い、結果を長浜市教育委員会へ報告

重大事態の発生
○長浜市教育委員会に重大事態の発生を報告

ア）「生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い」

イ）「相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い」（年間３０日を目安。一定期間連続し

て欠席しているような場合などは、迅速に調査に着手）

ウ）「児童や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申立てがあったとき」

＜長浜市教育委員会が、重大事態の調査の主体を判断＞

◎学校を調査主体とした場合

長浜市教育委員会の指導・支援のもと、以下のような対応に当たる

● 学校の下に、重大事態の調査組織を設置
◇組織の構成については、専門的知識及び経験を有し、当該いじめ事案の関係者と直接の

人間関係又は特別の利害関係を有しない第三者の参加を図り、当該調査の公平性・中立

性を確保するよう努める。

◇「いじめ対策委員会」を母体として、当該重大事態の性質に応じて適切な専門家を加え

ることも考慮する。

● 調査組織で、事実関係を明確にするために調査を実施
◇いじめ行為の事実関係を、可能な限り網羅的に明確にする。この際、因果関係の特定を

急ぐべきではなく、客観的な事実関係を速やかに調査する。

◇たとえ調査主体に不都合なことがあったとしても、事実にしっかりと向き合う。

◇これまでに学校で先行している場合も、調査資料の再分析や必要に応じた新たな調査を

実施。

● いじめを受けた児童及びその保護者に対して情報を適切に提供
◇調査により明らかになった事実関係について、情報を適切に提供（適時・適切な方法で、

経過報告を実施）。

◇関係者の個人情報に十分配慮。ただし、いたずらに個人情報保護を楯に説明を怠るよう

なことがないようにする。

◇得られたアンケートは、いじめられた児童や保護者に提供する場合があることを念頭に

おき、調査に先立ち、その旨を調査対象の在校生や保護者に説明する等の措置が必要。

● 調査結果を長浜市教育委員会に報告
◇いじめを受けた児童又はその保護者が希望する場合には、いじめを受けた児童又はその

保護者の所見をまとめた文書の提供を受け、調査結果に添える。

● 調査結果を踏まえた必要な措置

◎長浜市教育委員会が調査主体となる場合

● 教育委員会の指示のもと、資料の提出など、調査に協力
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６ いじめ防止年間指導計画

行事等 教職員の活動 児童の活動・指導の内容 諸機関との連携

４ 始業式 いじめ対策委員会 家庭訪問

月 入学式 子どもを語る会

５ 子どもを語る会 ・児童集会 スクールボランティア

一 月 修学旅行 人権・生徒指導部会 ・いじめアンケート の紹介

学 民生委員との懇談

期

６ ﾌﾟｰﾙ開き 人権・生徒指導部会 ・教育相談週間（おしゃべりタイム） PTAクリーン活動

月 ・親子フォーラム

７ 終業式 職員研修 PTA町別懇談会

月 期末懇談会（個別）

８ 始業式 職員研修 PTA愛校活動

月

９ フローティングスクー 人権・生徒指導部会 ・教育相談

月 ル

二 運動会

学

期 10 やまのこ 人権・生徒指導部会 ・教育相談（おしゃべりタイム） 子どもを語る会

月 校外学習 ・学習参観（人権学習） PTA教育講演会

11 学習発表 いじめ対策委員会 ・「こころの健康チェック」ｱﾝｹｰﾄ 保護者アンケート

月 会 職員研修

ﾏﾗｿﾝ大会

12 人権週間 人権・生徒指導部会 ・人権集会ホットホッと PTAｲﾝﾀｰﾈｯﾄ研修会

月 終業式 ・APV劇場による問題提起（児童会） 個別懇談会

１ 始業式 人権・生徒指導部会 ・いじめアンケート

月

三

学 ２ 入学説明会 いじめ対策委員会 ・児童集会

期 月 子どもを語る会

３ 卒業式 人権・生徒指導部会 ・６年生を送る週間 保幼小連絡会

月 修了式
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８ 重大事態への対処

１ いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いが

あると認めるとき。

２ いじめにより児童等が相当の期間学校を欠席する（年間30日を目安とし、

一定期間連続して欠席している場合を含む）ことを余儀なくされている

疑いがあると認めるとき。

３ 児童や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申立てがあった

とき。

○重大事態が発生した旨を、市教育委員会に速やかに報告する。

○市教育委員会と協議の上、当該重大事案に係る調査を行うため、速やかに、

対処する組織を設置する。

○上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。

また、教育委員会に指導・支援を要請するとともに、関係機関ともより

適切に連携して対応にあたる。

○上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係

その他の必要な情報を適切に提供する。

９ 「いじめ防止等の対策のための組織」および「重大事態
に係る調査を行う組織」

○いじめの防止等の対策のための組織「いじめ対策委員会」を設置する。

「いじめ対策委員会」は「人権・生徒指導部会」を兼ねる。

＜構成員＞ 校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、人権教育主任、

教育相談主任、養護教諭、特別支援コーディネーター

＜開 催＞ 学期に１回を定例会とし、それ以外は人権・生徒指導部会

として開催する。

＜内 容＞ ①いじめの早期発見に関すること（アンケート、教育相談等）

②いじめ防止に関すること

③いじめ事案に対する対応に関すること

④いじめの問題に関する児童の理解を深めること。


